
やその過程および特性について説明があり，予想される未来

社会の一端を垣間見るような講演であった。また，清水氏は

ロボット技術と従来の産業技術との繋がりや来年度から千葉

工業大学で開設される未来ロボティクス学科についてもふれ

られ，多くの会員の方々の関心を引いていた。

懇親会は，芝園キャンパスの奥にある 7号館学生食堂で

250名以上の会員の参加を戴き開催された。高谷大会実行委

員長，小林俊郎会長の挨拶に続き，千葉工業大学常務理事の

原　勇記氏および経済産業省製造産業局非鉄金属課長の中山

亨氏から祝辞を頂いた。その後，鏡割りと乾杯が行われ，会

員同士の和やかな懇親が始まった。話も進み懇親会も中頃，

余興として船橋郷土芸能の「ばか面踊り」（写真 5）が披露

された。初めて見られる方々がほとんどであり，笛や太鼓の

お囃子に合わせて奇妙に踊る姿は大変ユーモラスで，懇親会

は大きな盛り上がりを見せた。この後，ポスターセッション

の表彰が行われ，懇親会は盛況のうちに終了した。

大会 2日目は，講演会場を 5号館 2・ 3階に移して行われ

た。当日，同キャンパスでは高圧ガスに関する国家試験が重

なり多くの来校者があったが，特に支障なく講演大会は続け

られ，活発な議論と実りある成果を残し無事終了した。

なお，今回の大会では，大学施設を使用する都合で，初日

と 2日目の講演会場が違う校舎となる変則的な運営を行わな

ければならず，また一部の講演会場が狭すぎる等の問題もあ

り，会員の誘導や会場案内も含め課題が残る大会であった。

最後に，今回の大会を無事終了することができたのは高谷

実行委員長のもと，難波江，加藤両副実行委員長，実行委員

各位，千葉工大機械サイエンス専攻院生諸君，そして千葉工

業大学の関係者の方々，多くの方々のご苦労の結果であると

思う。ご協力戴いた方々に改めて心から感謝を申し上げる。

（第 109回秋期大会実行委員　本保元次郎）

（iii）

会
　
告

写真 5 懇親会にて「余興　ばか面踊り」

田中寿宗　君

東海大学大学院

伊藤洋介　君

日本大学大学院

近藤勇太　君

芝浦工業大学大学院

西村英樹　君

豊橋技術科学大学大学院

福田英次　君

豊橋技術科学大学大学院

最優秀ポスター賞 東海大学大学院　田中寿宗　君

「a チタン焼鈍材の T-s -d型変形機構領域図中の室温クリープ領域」

優秀ポスター賞

日本大学大学院　伊藤洋介　君

「純チタン薄板プラズマ突合せ溶接継手の機械的性質」

芝浦工業大学大学院　近藤勇太　君

「7075アルミニウム合金 FSW接合部に対する熱処理条件が及ぼす組織と機械的性質への影響」

豊橋技術科学大学大学院　西村英樹　君

「表面硬化処理を施した生体用 Ti–29Nb–13Ta–4.6Zr合金の人体模擬環境における耐摩耗性」

豊橋技術科学大学大学院　福田英次　君

「生体用 b 型チタン合金のアパタイト生成能に及ぼす NaOH水溶液の影響」

ポスターセッション優秀者　発表

写真 4 特別講演・市民フォーラム「講演中の清水
正晴氏」


